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第二赤間保育園  

1,自己評価集計報告（自己評価から見える課題） 

2,保育園評価（保育園による改善策） 

３，第二赤間保育園総合評価 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



令和７年度 第二赤間保育園  

自己評価（自己評価から見える課題） 

保育園評価（保育園による改善策） 

【アンケート調査の集計結果】 

       

１．評価期間 

     3 月末実施 

 

２．調査対象者 

第二赤間保育園 職員 38 名 

基本属性（職種）：保育士 27 名、栄養士・調理師７名、事務員１名、看護師 1 名、 

保育補助２ 

 

３．調査方法 

    記名式・制限回答方法+自由記述 

 

４．評価項目数 

    41 項目 

 

５．評価基準 

    Ａ：よい（80％～100％できている） 

    Ｂ：一部検討を要する（50％～80％できている） 

Ｃ：改善を要する（50％以下） 

      Ｄ：分からない 

 

６．回収状況 

    回収数：38 部 回収率：100％ 

 

■評価項目  

A:よい（80％～100％できている）B:一部検討を要する（50％～80％できている）C:改善を要する（50％以下）

D:分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）理念・基本方針が栞（しおり）やホームページに記載され、保護者に周知が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・ホームページ配信期日が定着せず更新日が遅れることがある。 

 

【保育園による改善策】 

・保育理念・基本方針についてはきちんとホームページに掲載されている。栞（しおり）については、保護者

アプリにて全保護者が周知出来るようにしている。自己評価の中にあるホームページ配信期日に遅れがあるこ

とについては、園児の月々の様子配信が配信期日が守られていないことがある為、毎月 10 日に配信を行い園で

の様子をホームページ上でお伝えしていきたい。 

 

（２）保育目標は保護者に周知が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業計画（子どもの育ちの目標、行事等）は、入園のしおりや面談・クラスだより等で保護者に伝えら

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・個別面談では子どもの育ちの目標や行事などの成長の姿を伝えられることがでいていないことが多い。 

・クラスだよりが保護者の方が読みたい内容になっているのかを確認しタイムリーな内容などを取り入れて保

護者の方が読みたくなる内容の工夫が必要。 

・クラスだよりを通してもっと伝えられる部分があると思うためクラスだよりを作る際に意識する必要がある。 

 

【保育園による改善策】 

・個別面談においてクラス内で保護者の方と話す内容をきちんと整理し、全職員が内容を周知・理解した上で

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １ ０ ０ 

％ 97 ３ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 ０ ０ 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 １ １ ０ 

％ 9４ ３ ３ 0 



個別面談を実施できるように、話す内容をクラス会議内で周知する。 

・クラスだよりについては、保護者アンケートより簡素化のご要望もあったが、子どもの様子を伝える機会が

少ない中でクラスだよりを簡素化しすぎることで、保育の理念や保育の思いが伝わらないことにつながる為、

子どもの姿や保育のねらいなどしっかりとクラス会議で共有し、クラスだよりに記載していく。 

 

（４）保育の質の向上に向けた取り組みとして、保育計画・記録のみならず、日々の活動の様子を、写真を活

用して可視化するなど工夫し、クラス及び園全体で検証・評価・反省が行われ、職員間の共有が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・今までの取り組みを再度振り返り、次年度へ計画や記録の意味を職員の中で意識づけを行うようにする。 

・他クラスの良かった事例、悪かった事例を共有し、より質がいい保育につながればいいと思う。 

 

【保育園による改善策】 

 ・行事活動前には事前の確認会や企画会議などを取り入れ職員全体で保育活動や行事に向かう姿勢を作って

いく。 

 ・前年度の担当者や記録に基づいて、反省点や良かった点を挙げながら引継ぎを行い、円滑に活動や行事が

取り組めるようにする。 

 

（５）子どもと地域との交流を広げるため、高齢者施設への訪問、敬老会やイベント等の催しに積極的に取り

組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・地域との交流を行う機会が少ない 

 

【保育園による改善策】 

・コロナ以降、保育園を巻き込んでの地域交流が減っている現状にあるが、園側からアプローチを掛けた地域

交流事業なども取り入れられるように計画をしていく。 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 ２ ０ ０ 

％ 95 5 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １ 0 0 

％ 97 ３ 0 0 



（６）子どもを尊重した保育について共通理解を持つために研修や人権擁護チェック等の取り組みを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・子どもの着替えの時や、排泄時に、カーテンを閉めるなどの配慮がなされている時と、まだなされていない

時がある。その都度職員一人ひとり意識しないといけない。 

 

【保育園による改善策】 

・子どもの人権やプライバシーに関わる内容については、マニュアルに基づいて全職員に周知を行い、確実に

子どものプライバシーを守ることを遵守してもらう。 

 

（８）利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を栞（しおり）配布や説明を行い、積極的に情報発信に取

り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

（９）苦情解決の仕組みや相談受付体制が整えられ、第三者委員会開催後は公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １ 0 0 

％ 97 3 0 ０ 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 ０ 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 



（１０）保護者が相談や意見を述べやすいように面談や送迎時の環境を整備し、保護者等に周知している。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・送迎時の伝達の方法や手短に伝える能力を育む。 

・面談を通して保護者の方と意見の交換はできているが、送迎が重なる時間帯のお迎えの方とはなかなか話せ

ない現状がある。 

 

【保育園による改善策】 

・保護者への伝達は、クラス内で確認した内容の伝達や園全体で確認した内容の伝達が中心であり、一職員だ

けで個別に行う伝達ではない。クラスで伝達ノートを使用し,その日の伝達内容を記載した上で、保護者の方へ

伝える話の内容をクラスの職員間で周知を図る。また、保護者はその日の様子について些細なことでも聞きた

いと思うため、短く子どもの様子が伝わる保護者対応が出来るように研修を行う。 

 

（１１）保護者からの相談や意見に対して、一部のみの把握ではなく組織的かつ迅速に対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・朝礼簿やコドモンに入力はされていても口頭での伝達がされていないときもあるので十分に伝わってるとは

限らない現状がある。 

・相談や意見を周知してはいるが、時々周知に少し時間がかかっていることがあるため、保護者の悩みだった

り、今、必要なお返事だったりすると思うので、迅速に周知したい。 

・保護者からの意見を全職員が把握しているかと言われるとそうではないと思う。 

 

【保育園による改善策】 

・朝礼簿やコドモン（園内連絡）の内容については朝礼に参加した職員だけではなく、全職員が周知を図るも

のであり、知っておかなければならない情報である。その為、職員同士が他職員から伝達があった、なかった

ということではなく、自らが意識をして情報を収集することに努める。また、伝達者は、漏れがないようにし

っかりと細やかに報告・連絡・相談を行うようにする。 

・保護者からの伝達事項については、朝礼簿やコドモンを通して伝えるとともに口頭でのクラス担任・管理者

への報告を忘れないようにする。 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 2 0 0 

％ 95 5 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 ４ 0 0 

％ 90 10 0 0 



（１２）安心・安全な福祉サービスの提供を目標とするリスクマネジメント体制が構築されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・病気発生時の周知はすぐに行われているが消毒の仕方や全体での取り組みがクラスによってのばらつきがあ

る。 

 

【保育園による改善策】 

・感染症拡大を防ぐためにマニュアルを用いて正しい感染症予防対応の確認を定期的に行うと同時に、感染症

発生時にその都度確認を行う。 

・クラス内での取り組みにばらつきがないようにどのようにしたら出来るのかを全クラスで考え合う機会を作

る。 

 

（１４）災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。 

 

 

 

 

  

 

 

（１５）子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １ 0 0 

％ 97 3 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 ０ 0 0 

％ 100 ０ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 ２ 0 0 

％ 95 5 0 0 



【自己評価から見える課題】 

・記録の提出日を決めていないことで提出期日の遅れ、確認不足や周知の徹底が出来ていないことがある 

 

【保育園による改善策】 

・提出書類に関しては、提出期限を決め提出状況を月一で確認を行う。また、提出後や書類をクラスや個人で

挟んだ後の報告がないことが多いため提出後の管理者への報告を義務づける。 

 

（１６）保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域の実態に応じて全体

的な計画を策定している。 

 

 

 

  

 

 

【自己評価から見える課題】 

・全体計画の見直しを行ってはいるが旧クラス担任と新クラス担任が一緒になって年度末や年度初めに見直し

を行えるようにする。 

 

【保育園による改善策】 

・全体計画等については、クラスリーダーでの見直しを行ってきたが、保育に携わる職員全員で見直せるよう

に 1 月頃より、保育内容の見直しが出来るように計画的に新年度の準備を行ていく。 

 

（１７）生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことができる環境を設備している。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・絵本の出しっぱなしで移動して片付けが後回しになり、後からきた先生が怪我に繋がる場面があった。ま

た、部屋の隅はホコリがあったりするときもある。 

・環境について考えていかなければならないと感じる。 

・行事活動前は全体での清掃に取り組んでいるが退勤後の清掃などの取り組みに個人差がある。 

 

【保育園による改善策】 

・各年齢に合わせた保育の環境構成とは何かを保育者同士で学ぶ機会を作り、実際の保育環境へすぐに適用で

きるようにする。 

・清掃当番を位置付けることでどの職員もが保育園内の環境に目を向けることが出来るようにする。 

・リスクマネジメント会議を通して職員の危機管理意識を高めると同時に様々な事故やけがにつながった事例

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １ 0 0 

％ 97 ３ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 33 5 0 0 

％ 87 13 0 0 



を共有し次なる事故へつなげないようにしていく。 

 

（１８）一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・全ての職員がその対応をしているとは今は思えません。 

・ひとり一人の受容は行っているが、個別対応までは、不十分かなと思う。 

 

【保育園による改善策】 

・職員によっての温度差がある為、具体的な行動指針を伝え子どもを受容した保育、子どもの状態に応じた保

育が出来るように指導していく。 

・保育での課題をクラス内で明確にし、課題を一つひとつ改善していくためにミドルリーダーやトップリーダ

ーがアドバイスや指導を行っていく。 

 

（１９）子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる環境、援助を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

（２０）子どもが主体的に活動できる環境を設備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保育を展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・子どもの興味関心に合わせた保育の環境をクラスに任せているため全体としての環境づくりに取り組んでい

く。 

・環境に関してもっと子どもたちが玩具を手に取れるような環境などが作れたらいいと思う。 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 ２ １ 0 

％ 92 ５ ３ 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 ０ 0 0 

％ 100 ０ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 4 0 0 

％ 90 10 0 0 



【保育園による改善策】 

・クラス内において子どもたちにとってどのような環境が今望ましい環境として考えているのかを出し合い、

園全体としてその都度環境を作っていく機会を作る。また、具体的に環境構成を行った内容周知し、環境構成

前と環境構成後の子どもたちの育ちや行動の違いなどについて検証する機会を設ける。 

 

（２１）乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を設備し、保育の内

容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

（２２）３歳未満児（１・２歳児）の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を設備

保育の内容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・子どもたちが遊びたいものを選択して遊べる環境がまだできていないように感じる。 

 

【保育園による改善策】 

 ・クラス内だけで環境構成任せるのではなく、園全体として環境構成に取り組むことが出来るようにする。 

 

（２３）３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を設備し保育の内容や

方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

 ・梅雨時期など室内で活動する為の運動器具がもう少し充実していればと思います。 

 

【保育園による改善策】 

 ・器具だけではなく、職員がどのように梅雨時期の保育を行っていくのかの方向性が職員の中で明確になっ

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 ２ 0 0 

％ 95 5 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １ 1 ０ 

％ 97 3 3 ０ 



ていないことが課題である為、梅雨時期の過ごし方等について方向性を示し、運動遊びや室内遊びの環境づく

りを推進していく。 

 

（２４）配慮の必要な子どもが安心して生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・現在の年長クラスなどでどのように配慮されているかが見えないところがあります。 

・保育士の配置に考慮が必要と考える。 

 

【保育園による改善策】 

・発達コーディネーター会議で子どもの姿や具体的な対応について話し合いを行っているが、職員に周知出来

ていない事が課題であるため、会議に出てきた職員からクラスの職員への伝達方法を見直し、確実に情報が

伝わるようにする。 

 

（２５）それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・備品等の準備が出来ていないことで子どもの生活がスムーズにスタートできない状況がある 

 

【保育園による改善策】 

 ・週末に備品の状況を副園長に報告し週明けには必要な備品が揃い、スムーズに保育が行えるようにする。 

 

（２６）小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との関わりに配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 ２ 0 0 

％ 95 5 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 2 0 0 

％ 95 5 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 



（２７）子どもの健康管理を適切に行っている。 

 

  

 

 

 

 

 

（２８）健康診断・歯科検診の結果は保護者へ伝え、保育に反映している。 

 

 

 

 

 

 

 

（２９）アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指示を受け適切な対応を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３０）子どもの年齢に応じ食事の介助を適切に行い、落ち着いた環境で食事を楽しむことができる工夫をし

ている。 

 

 

 

 

 

 

（３１）子どもが美味しく安心して食べることができる食事を提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 3 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 ０ 0 0 

％ 100 ０ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 



（３２）旬のものや季節感のある食材を用意し、食文化を伝える工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３３）子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３４）保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・保護者対象のほんわかクッキングや子育てトークサロンなどが開催できないことがあった。 

 

【保育園による改善策】 

 ・役割担当者を年度初めに決定し、計画した事業が確実に実施できるようにする。 

 

（３５）家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予防に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 ０ 0 0 

％ 100 ０ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 1 0 0 

％ 9７ ３ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 



（３６）保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の専門性の向上に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３７）職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３８）運営の透明性を確保するため、基本理念や保育方針、苦情処理の仕組み、事業計画等の情報がホーム

ページ等で公開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３９）職員の家庭状況や健康面・メンタル面等、それぞれの意向を面談や日々の会話の中で把握し、一人ひ

とりが働きやすい職場づくりに取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・去年面談が一回しかなかった。もう一回くらいあってもいいのではないかと思う。 

 

【保育園による改善策】 

 ・職員の個別面談については職員によって回数にばらつきがあった。次年度以降は、前期・後期で全職員が

面談を出来るようにする。 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １  0 

％ 97 ３  0 



（４０）職員一人ひとりの成長に合わせたアドバイス等が行われ、個人のスキルに必要な研修等の機会を設け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

（４１）保育園において、職員の子どもへの不適切な対応の疑いがある場合には、すぐに対応を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価から見える課題】 

・子どもたちへの対応に差を感じる姿がある職員に直接言えない時がありました。次はそうならないように

気をつけます。 

 

【保育園による改善策】 

 ・職員同士で困っていることが相談できる環境づくりや保育中に一人で抱え込まないようにするクラス間で

の職員への支援体制づくりを行う。また、互いに職員間で注意し合える職員集団を作っていくとともに、子ど

もと関わる私たちはチームとして子どもに関わることが出来るようにする。 

 

職員個人の自己評価（記述） 

・職員間の連携は、クラスによって差があると感じている。それを無くすために改善点について立場関係なく

声を出していった。思っていても口に出さず不満になることもあるので声掛けをこれからも続けたい。 

・保護者との関係も作れるように登園時などは子どもの名前を呼び挨拶をすることを心がけた。安心して預け

られる環境でいられるように気付いたことはすぐ動くようにした。 

・保育を行う中で、子ども一人ひとりの思いに寄り添いながら、日々保育に取り組むことができました。 

・子どもの姿や気持ちを受け止め、安心して過ごせるよう関わることを意識してきました。今後は、子どもの

発達についてさらに学びを深め、一人ひとりの成長や個性に合った援助ができるよう努めていきたいです。 

・教育と養護をどちらも行うことに意識し、教育的保育とは何かもっと自分で学んでいく必要があると感じた。

子ども達が主体的な成長を支えられるような保育をこれからもしていきたい。 

・子どもたち一人一人の発達状況や通園時間に合わせて、安心して生活が出来るように心掛けた。また、1 歳児

にとっては少しずつ自分でやってみたいという時期だからこそ、その子に合わせてほんの少し援助をしながら

出来たという自信と達成感を感じられるように関わった。 

・自分の行動に満足せずに行動して、子どもたちが笑顔で過ごすことができるように関わることに努めてきま

した。ですが、もっと学んで子ども達に返せるようにしないといけないと感じています。自分の保育の改善・

向上と、周りの職員との連携を行いたいです。 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 38 0 0 ０ 

％ 100 0 0 ０ 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 37 １ 0 ０ 

％ 97 ３ 0 ０ 



・研修を受けることができ、日々の保育へ活かすことや振り返りが出来ました。感染症を完全に防ぐことはで

きませんが、衛生面を整え、今後も予防に努めていきたいと思います。 

・子どもたちのことを最優先に考えられた保育や仕組みで、子どもたちは毎日安心安全に過ごせていたと思い

ます。 

・子どもたちが身の回りのことを自分でしようとする姿もあるが、手助けを求めた時に手を貸しすぎてしまう

ので子ども達が自分でやってみようとする声かけをしていく。 

・子どもたちに安心、安全な食事を提供しました。 

・環境チェックは記入しやすく継続できていたこと大きな怪我がなかったことはよかった 全体的にもっと静

と動のメリハリがある保育に努めていく必要を感じた  朝の会の継続は学年で共有できて継続できたことは

よかった 

・子どもたちがどんな遊びが好きなのか、手遊びが好きなのかを考え保育で使う道具を手作りしたり自分の武

器となるスケッチブックシアターをたくさん作って活用することができた。 

・一年を通して安全安心を第一に保育を行う中で子どもたち一人ひとりの個性を大事にすこしでも伸ばしてい

ける保育が実践できたことを今後も継続できるように努めて参ります。 

・0 歳児クラスの担当 3 年目ということで、保育や環境について今までの経験を活かしながら考えていくことが

できた。今年度受け持った子どもたちの姿に合わせて、室内の仕切り使い方、保育内容など工夫することがで

きた。一方で 3 年目ということもあり、保育の内容や環境構成については、自分自身の新たな取り組みがもっ

とあると良かった。その分、新任の先生方に新たな保育を取り入れてもらい、助けていただいたと感じる 

・１年間の中で子どもに関する保育、保護者に関する支援、保育業務の見える化など業務の明確化を行うこと

で保育者のやるべき業務を一つひとつ丁寧に取り組むことが出来るようにしていきたい。面談などを通して自

己課題等を明確にしていきながら１年間の中での取り組みを段階的に目標を定めていけるようにしていく。 

・0 歳児クラスは特に初めて保育園での生活をされる子ども達、保護者の方が多い為、より丁寧に、早めにお知

らせ等を行う様に配慮していった。丁寧な関わりを今後もどの年齢であっても行っていく。 

・一人ひとりの発達段階に応じた保育を行っている。 

・子どもたちが安心して信頼して過ごせるよう、子どもたちに寄り添いながら声を受けとめることができるよ

う関わることができた。これからも主体的に振り返り専門性の向上に努めていく。 

・約 2 ヶ月程の関わりだった為、子どもが安心して自己表現できるよう、丁寧な声かけや関わりを心がけた。 

・クラスの先輩職員の方々の援助やアドバイスのおかげで保育力が上がったような気がします。できることが

増えた一年間でした。 

・７年度は昨年度よりも精神的にも余裕を持ち保育を進めていくことができたと思います 

・令和 7 年度は久しぶりの 0 歳児の担任となったからこそ、自分自身離乳食の進め方など再度勉強をする必要

があった。その分 1 年目の先生たちと同じ目線に立てたのではないかと思う。また、1 歳児クラスに入る中では

４月からの姿を見てないからこそ気づけた部分と、難しい部分がありそれも新たな学びとなる部分が多かった。

正規職員で働いている時に余裕がなくなってしまい見えてなかった部分が非常勤になり見えてきた部分もあり、

11 月から正規職員に戻った際に自分自身の反省をするとともにその部分に対して気にかけることが出来たので

はないかと思う。 

・子どもたち 1 人 1 人の成長や体調の変化、保護者の方の様子など、細かく周りの職員と共有することができ

たと思います。引き続き、子どもたちそれぞれの状況を把握し、丁寧に関わることができるよう努めたいです。 

子ども達の為に、保護者の方々の為に、園の戦力として自分に出来る事は何かを意識して仕事に取り組む事が

できました。 

・保育者が情報や気づいたことを常に情報共有することができていたため、良かったと思う, 

・保護者が安心して預けられる環境特に怪我や食の安全に努めた 



・年初は、経験がある先生に対応方法を教えてもらいながら、業務を行っていたが、年度の後半からは、一人

でやれる業務が増えた。 

・子どもの気持ちに寄り添い、丁寧な関わりを意識して保育に取り組むことができた。 今後も一人ひとりの思

いを大切にするとともに、職員間での連携や共有を大切にしながら、より良い保育を心がけていきたい。 

・子ども達に丁寧にかかわることが出来ていたと思います。また、子ども達の気持ちを汲み取り、動けていた

と思います。これからも、子ども達が安心して楽しく過ごせるように携わっていけたらと思います。 

・入職して半年ですが、これまでを振り返ることができました。これからも質の向上に努めていきたい。 

・7 年度は初めての主担ということで、上手くいかないことも多くあり、先輩に助けていただくことが多かった

が、自分的には成長できた 1 年だったと思う。保育の部分や先輩にアドバイスをいただくことが多く、今の保

育に繋げることができていると思う。これからは、もっと周りを見て、子供たちからも保育者からも信頼され

る人を目指して頑張りたいと思う。 

・クラス内で不適切と思われる関わりがあった時には緊急で話し合いするなどその都度改善に努めた。 

・給食室のことはもちろんですが、保育室との連携を密にする事に力を入れた。保護者への食事支援も行った。 

一年を通して子どもたちの安全安心を第一に考えながら子どもたち一人ひとりを大切にし個性を伸ばせるよう

に保育に少しでも関われて実践できたことが良かったと思います。 

・行事や活動等を事業計画に沿って行うようにしていけたことは良かった。就学に向けての取り組みはもっと

早くから取り組むことも必要であったと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第二赤間保育園園総合評価 

 

今年度は、子ども一人ひとりの思いや発達段階に寄り添いながら、「安心・安全」を基盤とした保育の実践に

努めたという自己評価が多く見られました。特に、子どもが安心して自己表現できる環境づくりや、主体性を

大切にした関わり、個々の成長に応じた援助を意識しながら日々の保育に取り組む姿勢が共通して挙げられて

いました。 

 

また、保護者との信頼関係づくりについても、丁寧な挨拶や早めのお知らせ、日々のコミュニケーションを通

して、安心して預けられる環境づくりを意識していた職員が多く見受けられました。加えて、職員間での情報

共有や連携の重要性を認識し、子どもの様子や課題について話し合いながら保育を進めていく姿勢も確認する

ことができました。 

 

一方で、クラス間や職員間での連携の差、保育内容や環境構成のさらなる工夫、教育的視点を踏まえた保育の

学び直しなど、今後の課題として挙げる声も多くありました。また、「もっと学びを深めたい」「専門性を高め

たい」「周囲を見ながら行動できるようになりたい」など、自身の保育を振り返りながら向上心を持って取り組

もうとする姿勢も多く見られました。 

 

給食・衛生管理においても、安全な食事の提供や感染症予防、保育室との連携など、子どもたちが安心して生

活できる環境づくりへの意識が高く保たれていました。 

 

全体を通して、職員一人ひとりが子どもたちや保護者のために自分にできる役割を考えながら保育に取り組み、

日々の実践を振り返りつつ、より良い保育を目指して努力している様子がうかがえました。今後も職員同士の

対話や学び合いを大切にしながら、保育の質の向上と、子どもたち一人ひとりの豊かな育ちを支える保育の充

実に努めていきたいと考えます。 


